
今後の進め方

〜南大沢駅周辺地区まちづくり方針〜（都市整備局︓R5.3）
【将来像】人々が出会い,交流し,新たな技術によって多様な住まい方・働き方・憩い方が融合し進化する,活力と魅力に満ちたまち

【憩えるまち】
・多様な機能の駅前集積
・ゆとり・にぎわいの両立

・活力の創出

【スマートなまち】
・先端技術の活用
・産学公民連携

・持続可能な環境の創出

【多様性のあるまち】
・多様な人々の集い

・新たな交流・活動の創出
・安心・快適な暮らし

〜南大沢スマートシティ実施計画 Ver3〜（南大沢SC協議会︓R5.5）
【ビジョン】“新しさ””優しさ””賑わい”のあるリ・ニュータウン

【新しさ】
・産学公民連携

・先端技術の活用
・イノベーションの創出

【優しさ】
・自然環境の活用

・環境に配慮した先端技術
・人々の憩い

【賑わい】
・地域資源と先端技術の融合

・多様な人々の交流
・賑わいの促進

「実施計画Ver3」に基づき先端技術を社会実装し、「南大沢駅周辺地区まちづくり」を具現化

〜都市計画区域マスタープラン〜（都市整備局︓R3.3）

〜都市づくりビジョン八王子〜（八王子市︓改定中）

〜シン・トセイ２〜（都︓R4.2）

〜
「
未
来
の
東
京
」
戦
略
〜
（
都
︓
Ｒ
3.

3
）

資料３
（１）【基本認識】 南大沢スマートシティの位置づけ
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交通（モビリティ）
◼ ラストワンマイルの確保
◼ エコでかつ多様な移動ニーズへ

の対応
◼ リアルタイムな交通情報
◼ 既存交通を維持する技術の

活用

まちの賑わい
◼ まち全体の情報発信
◼ 効率的な買い物、物流

サービス
◼ 地域資源の最大限活用
◼ 地域コミュニティの

形成・支援

情報

◼ 多様なサービスを実現するオー
プンデータの活用

◼ サービスの価値を高めるデータ
連携

住民
持続的に新しいサービ
スを享受するだけでなく、
積極的に参画し地域
と世代・立場を超えて
繋がり、街への愛着が
醸成され、生活の質が
向上している状態

行政・公的機関
住民・大学・事業者と
連携して、すべての人
に寄り添いながら、新た
な暮らしや先進的な取
組を支えている状態

基本方針

課題

現況

地域の
ニーズ

（アンケート・
ワークショップ

等）

将来動向
・計画

〜新しい技術を
活用した

スマートなまち〜

産学公民連携により、
先端技術を活用した

イノベーションが生まれるまち

〜人と環境に優しい
憩えるまち〜

周辺の緑豊かな自然環境を
活かし、

環境に配慮した
先端技術を誰でも

体験できるまち

〜多様な人々が
交流し賑わう

多様性のあるまち〜

既成市街地・資源と
先端技術が融合し、

世代を超えた多様な交流や
賑わいを促進するまち

“新しさ” “優しさ” “賑わい”

“新しさ” “優しさ” “賑わい”のある
リ・ニュータウン

ビジョン

コンセプト

大学
大学研究や学生生活
を通じて、まち・人との
繋がりを持ち、大学と
街の関わりが深まり、と
もに発展している状態

来街者
自然・生活文化・歴史
を体感し、常にアップ
デートされる街にわくわ
く感を抱き、街に積極
的に訪れ、住みたいと
思う状態

事業者
実験フィールドとオープ
ンデータ、大学研究が
活用可能であり、既存
事業者のサービスが高
度化すると共に、新た
に生まれた事業者も定
着し街とともに成長して
いる状態

その他
◼ 新たな働き方や多様なライフス

タイルを支える職住学の環境
づくり

◼ 低炭素で自立分散型エネル
ギー環境づくり

◼ 新技術を活用した災害に強い
まちづくり

（２）実施計画ver3における住民・来街者の位置付け

→さらにユーザー（ペルソナ）の解像度を上げ、それぞれの具体的なシーンを想定し、課題を深堀り。
住民や来街者が持つ課題の解決に向けたスマートシティプロジェクトを抽出する。

ユーザー
（ペルソナ）
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（３）ペルソナ理解のステップ
➢適切な実証実験の枠組み検討へつなげていくため、ペルソナ仮説の設定→ヒアリング検証→リビングラボでの検証の3ステップにて
ペルソナを洗練させていく

①の初期仮説で設定したペルソナに該
当する実際のユーザー数名に対してヒア
リングを行い、仮説の妥当性を検証し、
より具体的なニーズや行動形式がないか
を明らかにする

②の検証結果や具体化したニーズ・行動
様式を踏まえ、リビングラボなどの仕組みを
活用し、各ペルソナが持つニーズに対応し
たソリューション（過年度PJの改善策、新
規PJ）の方向性※を共有する

南大沢の居住者・来街者の代表的な
ユーザー（ペルソナ）を設定し、それぞ
れのニーズに対して、過年度の実証プロ
ジェクトの有効性・課題等を抽出し、仮
説を立てる

2023/9〜2023/12 2024/1〜2024/32023/8

初期仮説の検証（ヒアリング）ペルソナ設定（初期仮説の構築） 継続的な仮説検証（リビングラボ）

インタビュアー ユーザー

仮説

フィードバック

ペルソナ

個別の行動・
ニーズ・（後述）

リビングラボ

インプット
情報  過年度プロジェクトのアンケート結果等  居住者・来街者への個別ヒアリング

情報  過年度プロジェクトアンケート結果

アウトプット
情報

 ペルソナ別の行動パターン例と過年度PJ
の有効性・課題等（仮説）

 ペルソナ別の行動パターンの深度化と具
体的なニーズ

 ペルソナ別のニーズに対応したソリューション
（過年度PJの改善策、新規PJ）の方向性

活用
イベント -  大学祭と連携した体験会等  リビングラボの立ち上げ・開催

1 2 3

→本日はステップ①「ペルソナの設定」について次ページ以降でイメージをご共有。
※ソリューションはユーザーのニーズを踏まえた現時点
の案・方向性であり、具体的なものについては企業との
マッチング等を通じて具現化する想定 3
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主な関心事︓近距離移動手段
・徒歩、自転車、乗降場所に関する課題

（４）ペルソナ区分の基本的な考え方（案）

徒歩移動が大変

自転車移動が大変

電車が不便

バスが不便

タクシーが不便

車の運転が不安

送迎自動車の乗降場所が不便

駐車場が混雑

駐車場が遠い

まちの案内が不足

その他

特に移動の不便は感じなかった/感じていない
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居住者 n=245
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徒歩移動が大変

自転車移動が大変

電車が不便

バスが不便

タクシーが不便

車の運転が不安

送迎自動車の乗降場所が不便

駐車場が混雑

駐車場が遠い

まちの案内が不足

その他

特に移動の不便は感じなかった/感じていない

電動車椅子

電動シェアサイクル　※1

電動キックボード　※2

自動運転自動車

自動運転バス

駐車場案内システム（満空情報、予約）

電車やバスの交通運行情報の一元化・情報発信

電車やバスの料金決済の一元化・統合化

交通・商業施設の両方で使えるデジタル割引サービス

※1　電動自転車のレンタサイクリングサービス）

※2　モーターを内蔵し走る自走式の二輪の乗り物
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20.5

23.5

23.3
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23.7

30.6

32.0
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40.5

43.8

28.9
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13.8

25.2

26.5

18.5

20.1

19.6

15.6

18.4

16.6

38.9

20.4

16.5

9.9

9.6

9.1

7.6

21.6

12.8

14.4

12.3

13.7

9.5

10.0

10.3

9.5
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必要である あれば便利 将来的にあれば便利
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来街者 n=790 主な関心事︓長距離移動手段
・駐車場、電車に関する課題

④駅近のシニア層

⑤都心に通勤・通学するファミリー
層

⑥大学近隣に住む学生層

①自動車による来街者

②電車による来街者

③電車による大学通学者

➢来街者と居住者、さらに居住者の中でも世代によってスマートシティに求めるニーズが異なると想定される
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（５）ペルソナ区分（案）
➢具体的な地域課題やニーズを抽出するため、居住区分×年代層に基づき、南大沢の主たるユーザー層のペルソナを整理

居住区分

居住者（南大沢が最寄駅） 来街者（南大沢以外に居住）

年
代

シニア層
（高齢者）

ファミリー層
（中年＋若年層）

学生層

シニア層
※賃貸団地居住等

ファミリー層
※分譲マンション・戸建て居住等

学生層
※アパート・マンション居住等

自動車による
来街者

電車による
来街者

電車による
大学通学者

４

５

６

１ ２

３

仮説検証に
用いる手段 ヒアリングヒアリング リビングラボ
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（６）ペルソナ分析の方法
➢ペルソナ分析とは、無数の顧客イメージを課題や人間ありきの視点で具体化し、サービス設計の仮説の検証・修正を早く進めることを目
的として、具体的なプロフィールや行動パターン（ジャーニー）で顧客イメージを明確化していくプロセスのこと

✓サービスの設計にあたって出てくるさまざまな発想を、「課題ありき」「人間ありき」の目線に寄せていくことで、顧客
のイメージを分析上意味のあるレベルまで絞り込むこと
➢ペルソナが具体的になるほど、サービス設計の仮説の検証と修正が早く進む

ペルソナ
分析の
目的

ペルソナ分析を踏まえたソリューション検討の具体的ステップ

ペルソナの具体化STEP1

鈴木花子名前

26歳年齢

東京都多摩市出身

史跡・カフェ巡り・写真趣味

看護師職業
年に1・2回旅行に行く。旅先で
撮った写真をFacebookや
Instagramに投稿するのが趣味。
流行に対する感度は高い

生活

✓ 「誰の」「どんなニーズ」を満たすのか、を明
らかにし有効なサービス設計につなげるた
め、顧客の具体的な属性や行動パターン、
趣味・嗜好を具体的に洗い出す

カスタマージャーニーの作成STEP2

✓ 設定したペルソナについて、サービスを知り、
利用にいたるまでの行動ステップ別に具体
的な感情・ニーズを抽出する

ニーズへのソリューション検討STEP3

✓ 洗い出したニーズについて、既存PJTの実
証実験のソリューションがどのように応えら
れていたのか、応えられていないものに対し
て何が今後有効な新規PJTとして可能な
のかを考案

平日 主な活動

６時 起床

７時 朝食

9時 通学（〇〇大学）

12時 昼食（駅前付近で）

14時 授業出席

18時 夕食

23時 就寝

一日の活動 ＜カスタマーのニーズ＞ ＜既存PJ＞ ＜課題＞ ＜ソリューション/
新規PJ ＞

食事をお得に
済ませたい

食べたいお店が
見つからない

デジタル
スタンプ
ラリー（クーポ
ン等）

読み取り
方が分か
りづらい

ユーザビリティ
向上

検索アプリ
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（７）ペルソナ分析のイメージ︓シニア層の例
ペルソナ

シニア層

✓ 夫婦（男性︓70歳、女性︓65歳）2人暮らし。南大沢３丁目の賃貸住宅団地に居住。
✓ 夫は定年退職し、平日は通院、休日は近隣の公園などを散歩。地域活動等に参加したいが、まだ切欠がない。
✓ 妻は平日は地元の手芸クラブに参加し、休日はイベントなどにも積極的に参加。夕方に買物をし夕食は夫と一緒にとる。
✓ 車を持っておらず、基本的に公共交通機関を活用しているが、バスは行先により本数が少なく、かつ待ち時間が長い。

夫の一日の活動

〇〇病院に行く交通機関が不便 電動シェアサイクル

地域活動に関する情報がない デジタルサイネージ

平日 主な活動
６時 起床
７時 朝食
10時 手芸クラブ（駅前）
12時 昼食（友人と駅前で）
15時 買物（駅前商店）
18時 夕食
23時 就寝

妻の一日の活動

駅前に行く交通機関が不便 電動シェアサイクル

買物の荷物を持帰るのが大変 電動シェアサイクル

＜カスタマーのニーズ＞ ＜既存PJ＞ ＜課題＞ ＜ソリューション/新規PJ＞

日常動線に無い ソーシャルアプリ

運べる量が限定 自動運搬ロボット

電動キックボード 高齢者は不慣れ

電動キックボード 高齢者は不慣れ

ポートが遠い

ポートが遠い

ポートの拡充

ポートの拡充

コミュニティ形成手段が無い

地域活動の場が無い サードプレイス整備

カスタマージャーニー ソリューション検討

平日 主な活動
６時 起床
７時 朝食
10時 通院（〇〇病院）
12時 昼食（病院付近で）
14時 帰宅後（活動時間）
18時 夕食
23時 就寝

ペルソナの具体化STEP1

カスタマージャーニーの作成STEP2 ニーズへのソリューション検討STEP3

４
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7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

➢過年度PJ

➢新規PJ

➢PJ間連携
（UI・UXの
連携・強化）

➢協議会・部会
★︓協議会
〇︓部会
◇︓イベント

★
〇

★
〇

◇

★
〇

★

◇

（８）R5年度スケジュール（案）
➢前半にペルソナ分析等を活用して地域課題・ニーズを抽出、後半にその検証及びソリューションに向けたプロジェクトの検討

大学祭に便乗

HP・SNS等を活用した情報の相互共有

イベント等と連携したUX強化策の検討

検証実証実験ペルソナ分析

フォローアップ

地域課題・ニーズ抽出

マッチング検討

補助金等抽出

ソリューション企業抽出・ヒアリング

リビングラボ
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（９）南大沢スマートシティ実現に向けた中期ロードマップ（案）

R5(2023)年度 R6(2024)年度 R7(2025)年度 R8(2026)年度

➢過年度PJ

➢新規PJ

➢PJ間連携
（UI・UXの
連携・強化）

➢マネジメント
組織検討

➢令和８年度を目途に、プロジェクトの本格実装、それらのUI・UXの連携・強化、スマートシティ・マネジメント組織の検討・組成を推進

フォローアップ

補助金等活用

地域課題・ニーズ抽出

ソリューション企業抽出

社会実装実証実験

マネタイズ社会実装実証実験

マッチング

補助金等抽出

ICT連携UX強化UI連携検討

新組織運営立上準備マネジメント組織検討リビングラボ等
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